愛知）ベラルーシでの肝移植手術で支援訴え
岩尾真宏
2018年10月26日 3時00分
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　指定難病の「原発性硬化性胆管炎」で、海外での肝臓移植を目指す知立市のソーシャルワーカー、中村節子さん（５３）らが募金を呼びかけている。医療費などで６千万円が必要なためだ。２４日に県庁で会見した中村さんは「家族ともうちょっと一緒にいたい。頑張って生きたい」と話した。
　「原発性硬化性胆管炎」は胆管が細くなり、胆汁が流れにくくなるもので、進行すると肝硬変や肝不全などを引き起こす。中村さんは安城市の病院に勤務していた１９９８年に病気が判明。２００３年に海外で一度目の肝移植を行い回復したが再発し、現在は発熱やだるさで、寝たきりのような状況だという。
　国内外で多くの肝移植を手がけ、中村さんの主治医を務める松波総合病院（岐阜県笠松町）の松波英寿理事長によると、中村さんは国内でドナーを待つ時間的な猶予はないといい、東欧のベラルーシで肝移植手術を行うという。
　会見には中村さんの夫の吉宏さん（５３）も同席し、「家族も悩み、途方に暮れた。移植や募金に様々な考えもあると思うが、理解を頂ける範囲でご支援を頂ければありがたい」と話した。中村さんを支援する「せつこさんを救う会」では街頭での募金のほか、金融機関での振り込みも呼びかけている。
　詳細は同会のウェブサイトで。問い合わせは同会事務局（０９０・１７５７・０９２２）。（岩尾真宏）

募金再開のお願い
本会の趣旨に賛同いただき、沢山の厚いご支援をいただき誠に有り難うございました。
 
先日、皆様方から頂きました募金も含めまして、残っておりました医療費の支払いへの資金繰りに目処がたったことから、支払いを終えることができました。よって、これをもちまして募金活動は終了させていただきます。本当に有り難うございました。
 
現在、会計整理の作業をしており、終了後、ご報告させていただきます。
 
皆様、本当に有り難うございました。
難病の中村節子さんに　
移植医療ご支援を！ 
募金再開のお願い
募金目標額 5,500万円
 
 
◆「せつこさんを救う会」について
 
 愛知県知立市在住の中村節子さんは、平成10年（1998年）に難病である原発性硬化性胆管炎（※）であることが判明。以来通院（ときには入院）しながらも、地元の医療機関にソーシャルワーカーとして、地元医療、患者さんの生活支援のため働いてきましたが、徐々に症状が思わしくなくなり、体力も急速に低下し、肝臓移植する以外助かる道のないと診断されました。
 
国内での生体肝移植も考えましたが、身内に適合するドナーがおらず、また国内でのドナー提供を待っている時間の猶予もなかったことから、海外での肝臓移植を決意されました。渡航・肝臓移植手術・滞在治療などに必要な費用を本人・家族・両親が準備して渡航し、平成15年（2003）年11月に肝臓移植手術を行いました。
 
その後、順調に回復し仕事にも復帰し平穏な生活を送ってきましたが、今回再び、前回と同じ病状により徐々に体調が思わしくなくなり、とくに今春以降、体力も急速に低下し、肝臓移植する以外助かる道のないと診断されました。２回目の肝臓移植と及び今後の入院・滞在の延長費用として総費用約6,000万円が必要な状況となりました。
 
本人・家族にはとても負担できない金額であり、しかも病状は速やかに渡航し移植しなければいけない状況であったため、私たちは節子さんとご家族と相談させていただき、2018年９月22日、「せつこさんを救う会」を結成し、募金活動を行ってきました。
 
皆さまの温かいご援助、ご支援により、第１回目標募金金額6,000万円に達したため、昨年11月に一旦募金活動を終了しました。一方、節子さんは2018年11月上旬に渡航し、2019年３月４日に肝臓移植手術を受けることができました。
 
ところが、術後しばらくしてさまざまな病状が生じ、その都度手術、処置が行われてきましたが、４月中旬、数日内に再移植をしなければ命が助からないと宣告を受け、４月17日、肝臓再移植手術が行われました。
 
度重なる手術から節子さんの体力は大幅に落ち、約50日間に及ぶICU（集中治療室）での治療、処置が続きました。節子さんの心身は限界に達しながらも、懸命なリハビリの結果、６月20日、念願の帰国をすることができました。
 
しかしながら、帰国後二日目から身体の異常が見つかり、治療、処置を行ってきましたが、６月30日に容態が悪化し、緊急手術が行われました。手術は無事に終わりましたが、いまなおICUで治療中です。退院の目途はたっておりません。
 
再移植、術後から現在における手術、治療、処置は、節子さんの命を救うためにどれも欠かすことができない医療です。そのため、せつこさんを救う会では、再移植に伴う追加医療費5,500万円を第２回 目標募金額に設定して、募金活動を再開しております。
移植医療に対する皆さまの温かいご理解、ご援助を心よりよろしくお願い申し上げます。
 
せつこさんを救う会　代表　太田絹子
 
＊原発性硬化性胆管炎とは 
食物の消化や吸収に関わる胆汁は肝臓で１日あたり約１リットル生成されて胆管という管に排泄されます。胆汁は肝臓内の細い胆管を経て、空腹時に胆嚢で濃縮されたのち、食事（食物摂取）による胆嚢収縮によって太い胆管を経て十二指腸内に排泄されます。その胆管が障害されると胆汁の流れが悪くなり、黄疸が起こることがあります。原発性硬化性胆管炎はその胆管が障害されて胆管が狭くなり、胆汁の流れが滞り悪くなるとともに肝臓の動きが悪くなる病気です。

この病気には治療法としては胆汁排泄を促す薬が有効ですが、病態に応じてその他の内服治療や内視鏡による胆管拡張治療が行われます。ただし、それらの治療は病気の進行を抑えているかは不明です。進行して肝不全に陥ると肝移植しか救命法がなく、わが国ではほとんどの場合、生体部分肝移植が行われています。

この病気が進むと黄疸や掻痒（かゆみ）に加えて、発熱や腹痛を伴う胆管炎を伴う胆管炎を合併したり、肝硬変や肝臓内の胆管癌を合併することもあります。肝移植が有効とされて移植後5年生存率75％とですが再発も少なくありません。 
（難病医学研究財団/難病情報センターHPから引用）
 
 

 
第２回「募金目標額」５,５００万円
渡航移植をする場合、日本の医療保険制度は適用されないため、莫大な医療費が必要になります。渡航移植での病院入院日数は、157日（その内ICU 52日）、手術は２度の肝臓移植のほか８回行いました。
募金再開は、再移植に伴う追加医療費が発生したためです。
皆さまの温かいご援助を何卒、よろしくお願い申し上げます。
【目標金額内訳】　
　追加医療費　　　5,700万円
　第１回募金残金　−200万円
　合計　　　　　　5,500万円

第１回「募金目標額」６,０００万円　
2018年11月、第１回募金目標金額に達することができました。
皆様の温かいご援助に心からお礼申し上げます。ありがとうございました。
 
 渡航移植をする場合、日本の医療保険制度は適用されず、移植手術費、渡航費、滞在治療費など莫大な費用が必要になります。
 
目標募金金額の内訳一覧
	区　分
	金　額

	・医療費（デポジット）
	 ４，５００万円

	・渡航費および現地滞在費
	　　 ４００万円

	・事務的経費等
	 　　１００万円

	・予備費（追加の手術費用等）
	 １，０００万円

	合　計
	６，０００万円



2020/10/17 8:47


image1.jpeg
- I





